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はじめに
　本稿は、平成29年度に実施した特許出願技術動向
調査のうち、リチウム二次電池について紹介します。
　リチウム二次電池は、1990年代に上市され、携帯
電話やモバイル機器等に利用されてきましたが、近
年の容量の増大化やさらなる安全性確保の研究の進
展に伴い、今日ではHV、EV等、自動車のエネルギー
供給デバイスや定置用電源等、様々な分野に用途が

拡大しつつあります。
　本稿では、リチウム二次電池について、技術概要、
市場動向、政策動向、特許出願動向、研究開発動向
等の調査結果を説明し、今後の研究開発の方向性を
提言として示します。

１．技術概要
　リチウム二次電池に関し、平成21年度、平成24年
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度に特許出願技術動向調査を行いましたが、平成24
年度から平成29年度までの５年間に、さらにリチウ
ム二次電池に関する注目度が増してきています。
　このような背景に鑑み、本調査では、リチウム二
次電池とその要素技術を対象として、特許の動向を
調査し、技術革新の状況、技術競争力の状況と今後
の展望について検討しました。
　図１にリチウム二次電池の技術俯瞰図を示します。
リチウム二次電池を構成する主要部材は、正極材、
負極材、電解質、セパレータ等に分類できます。また、
用途としては大きく、①小型民生用（ノートパソコ
ン、携帯端末など）、②車載用（ハイブリッド自動車、
電気自動車など）、③産業用（電力貯蔵システム用、
未停電電源装置用、バックアップ電源用など）に分
類できます。

２．市場動向
（１）　2015年のリチウム二次電池の市場規模は約2.1

兆円であり、2020年には約3.2兆円になると予想さ
れています。特に車載用途分野では、世界的な環
境対応車需要の増加によりリチウム二次電池の需

要が大きく拡大を続けるとみられます（図２）。
 

（２）　リチウム二次電池メーカー動向

リチウム二次電池の世界シェア（2016年）を図
３に示します。2016年のリチウム二次電池の出荷
量シェアは、米テスラモーターズのEV向け販売
が当時好調であったパナソニックが１位（22.8%）
となり、２位サムスンSDI（20.8%）、３位LG化学

（14.0%）、４位ATL（新能源）（10.8%）、５位ソニー
（7.9%）の順となりました。

３．政策動向
（１）　日本の政策

リチウム二次電池の用途のうち、①小型民生用
リチウム二次電池に関する研究開発は、1980年代
から民間主導で行われてきました。一方、②車載
用リチウム二次電池や③産業用リチウム二次電池
に関する研究開発は、経済産業省、新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）を中心とし、内
閣府、文部科学省、日本学術会議（JSPS：科学研
究費補助金）、科学技術振興機構（JST）の戦略的

図１　リチウム二次電池の技術俯瞰図


